
委員からの主な意見

（小巻委員）

 外国人旅行者の交通手段についてはスマホ１つで乗りこなせるようにするなど、まだ課題があると思うので、

DXの推進と合わせて改善を進めていく必要がある。

 羽田空港や東京駅・品川駅などで、東京が日本の玄関口であることを、ビジュアル的に、統一感をもって打

ち出していけると良い。

（滝委員）

 江戸時代の約260年の中で育てられた東京の食をはじめとする高度な文化は、欧米でも非常に注目されている。

 参勤交代によって地方の優れた文化が江戸にもたらされ、それが歴史的資産として蓄積されている。その中

には相続税等によって消滅危機にある歴史的建造物も多く、それらの保護・保存の強化が必要である。

 東京で地方の文化に触れることで、東京をハブとした地方への旅行につながることになる。

 こうした質の高い江戸の歴史的資産に積み上げて、現代につながる食をPRしていくことも大切である。

資料６



委員からの主な意見

（伊達委員）

 「わびさび」や「武士道」を英語で語れる識者を尋ねるなど特別な体験を重視されている。日本人には普通

でも外国人にとってより特別な体験を精査し、発信することが必要。

 施設の閉館（観光名所・レストランなど）が早い。伝統芸能やコンサートにドレスアップして訪れても、公

演後に訪れるそれなりのレストランも閉店が早いため食事に困る。観光や文化を楽しみ、その流れで飲食も

満喫できるトータルな観光が必要。

 インフォメーションセンターの整備を進め、「視覚障害の方に音声ガイド」や「聴覚障害の方に文字表示」

の機器類の貸出が必要。ホテルでも貸出し対応力を向上させる（民間事業者へは補助金、容積割増等の施策

が必要）。既存の施設や公開空地のインターロッキングや樹木の隆起への補修費補助金などを導入し、バリ

アフリーを再整備する必要がある。


